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７年度が５人、令和６年度は２人であった。 菅原瑠生さん高総体カヌー競技で三冠王
強風のため順延されていた県高校総体カヌー競技が、５月

恒久電気柵を延長して設置 ３１日に県立御所湖広域公園漕艇場で行われ、新山家の菅原
下大瀬川美土里の会（熊谷俊彦代表）は、富沢橋と大瀬川橋 瑠生さん（南昌みらい部長３年）は、カヌー男子カヤックシ

の間約９００メートルに恒久電気柵を設置することとしてお ングルで２分１６秒４４を記録して優勝、さらにカヤックペ
り、昨年県と協働して富沢橋から大瀬川橋方面へ約３００メー ア（２分１０秒８７）、カヤックフォア（２分１４秒１０）
トル設置した。今年も県と協働し、大瀬川橋方面へさらに延長 でも優勝した。この活躍は、６月１日付の岩手日報に写真付
することとしている。県の協力は、恒久電気柵設置研修として きで報じられた。応援に駆け付けた祖父の清孝さんと祖母の
県内の農業改良普及員約８０人を２班に分け、それぞれ６月１ ひろ子さんも、記念写真を撮って喜びを分かち合った。
２日と１８日の二日間かけて約２００メートル設置する。また 菅原さんは「冬は腕だけでなく体全体で漕ぐことを意識し
これとは別に県農業振興課が９月に下大瀬川美土里の会の構成 て練習してきた。インターハイでは上位に食らいつけるよう
員と一緒に１５０メートル設置することにしている。 頑張りたい」と語っている。さらなる活躍を期待したい。
恒久電気柵設置場所は雑木や熊笹が生い茂っており、設置の

ためには雑木の伐採、熊笹の撤去、さらには下草刈りをする必 訃報
「葛丸の農村環境を守る会」が総会 要があったことから、５月１９日、２０日、２２日に下大瀬川 堤田竈家の菅原キミヱさんが、５月１４日に９７歳でご逝

葛丸の農村環境を守る会（板垣幸夫会長、構成員２３０ 美土里の会執行部と若手の構成員がこれらの作業を実施した。 去されました。菅原さんは前畑家（畠山敏弘さん宅）のお生
戸）運営委員会の令和８年度総会は、４月２４日に大瀬川振 県との協働により設置する残りの区間約２６０メートルについ まれで、嫁がれた当時は終戦直後ということもあり、食糧も
興センターで委任状も含め２６名が出席して開かれた。令和 ては、花巻市の補助や第九区自治公民館の支援を受け、今年の 十分ではない時代でした。
７年度の事業報告では長寿命化活動を除く決算１８５０万円 夏に設置することとしている。 生家である前畑家は、長寿の家柄としてよく知られていま
の内、畦畔一斉草刈りと大排一斉草刈りに６０％に当たる１ す。叔母の辻村スミ子さん（林家）は１０３歳４カ月まで、
１００万円の決算が報告された。会の事業の中で、最も重点 一回目の草刈り作業を実施 父の畠山松右衛門さんは９５歳まで、母の畠山キエさんは９
を置いているという。ほかには、水路の泥上げや３ヶ所ある 下大瀬川美土里の会（熊谷俊彦代表）は５月３０日、九区の ９歳８カ月まで長生きされました。そして姉の佐々木リヨさ
花壇の植栽、自生花菖蒲園の保全活動や、それに関連した 構成員３９人による１回目の草刈り作業を実施した。当日は晴 ん（名古屋市）は現在９９歳で、今もお元気に過ごされてい
「野点の会」、水門の注油、パイプライン修理などに延べ２ 天だったが、時折帽子が飛ばされるほどの強い西風が吹く中、 ます。菅原さんは、多くの役職で忙しかったご主人・伊惣治
８４４人が活動に関わっているとのことだった。板垣幸夫会 １班は大瀬川橋から富沢橋までと吉沢線の路肩、２班は市道富 さんに代わり、田畑の仕事に精を出し、家業に尽くされた方
長は「構成員の皆様の協力で、計画どおり実施できました。 沢線ほかの市道や農道の路肩、３班は市道富沢線や公民館への でした。若い頃は自給自足の時代で、縫い物も趣味として楽
感謝しています」と挨拶した。 市道や農道などの路肩の草刈りを行い、最後に予定場所を終え しまれていたといいます。また、菅原サツさん（中ノ家）、

た班は薬師堂川北側の草刈りを行って、午前中の作業を無事に 菅原キワ子さん（向家）、菅原ミヤ子さん（清四郎家）とは
大瀬川に熊の出没が多数 完了した。会では１０月１７日までに今後４回の草刈り作業を 大変仲が良く、一緒に楽しんだゲートボールは良い思い出と

５月３日１７時頃、菅原洋二さんが暗渠作業中に熊が目の 予定している。 なり、帰宅後には土産話に花が咲いたそうです。
前を通った。一瞬襲われると思ったそうだが、熊は板垣匡俊 除雪機のない時代に、菅原敏幸さん（新助家）宅まで雪払
さん宅を通って板垣幸夫さん宅屋敷に入った。板垣幸夫さん 九区で環境整備とさなぶり（早苗響）が行われる いをしたことは、今でも語り草となっています。さらに、大
は熊よけの爆竹を鳴らしたが熊の姿は見当たらなかった。そ 第九区自治公民館（菅原邦典館長）は５月３１日、朝８時に 瀬川婦人消防協力隊の副隊長として地域に貢献されるなど、
の後熊は菅原正勝さん宅前を通り、さらに薬師堂川を下りて ４１人が公民館前に集合し環境整備を行った。毎年行っている 地域活動にも熱心に取り組まれました菅原さんのご冥福を謹
ふれいあい運動公園（ソフトボール競技場）で再び目撃され 富沢橋から松林寺橋までの東側約河川敷５００mの草刈り作業を んでお祈り申し上げます。
た。また５月１５日１２時４０分頃には山祗神社に熊が出没 男性３２人が、女性９人が公民館の花壇に「マリーゴールド・
し、市では警戒を呼びかけた。そんな折、５月２５日午前１ ケイトウ・ベゴニア・ジニア」の花苗３２０本を植えた。河川 編集室だより
１時頃、市が旧田中堤に仕掛けていた罠で熊を捕獲した。体 敷の草丈が人の高さの所もあったが、昨年より早い１時間ほど ５月中旬、１９時過ぎに大瀬川地内の市道で危うくトレー
長は約１ｍで体重は６０㎏。捕獲の際石鳥谷派出所の警官 で終了した。午後からは「さなぶり」が行われ３５人が参加し ラーに追突しそうになりました。トレーラーは完全停車中で
や、石鳥谷総合支所の職員３人が現場で指示していた。今年 た。菅原館長は「このホールにも大瀬川活性化会議の補助を頂 反射板にライトが届かなかったため、停車に気付かず非常に
に入って大瀬川地内で捕獲した熊は３頭目。同日１６時３０ きエアコンを設置し、今日は暑いので試運転を兼ねて冷房を入 怖い思いをしました。この時期は、田かき・田植え作業でト
分には、大瀬川橋近くで菅原秀子さんが河川敷を下流方向に れてみました。また、エアコン設置に伴い少し備品の整理を行 レーラーを牽引しているのを見かけますが、日没が早くなる
歩く熊を見つけ市に通報し、市は警戒を呼びかけた。この場 っている中で、公民館落成式のビデオを見つけ懐かしく拝見し 秋の稲刈りや秋耕耘時にも同様に、路上駐車時は駐車コーン
所は２日前に電気柵設置のための準備をしていた。 ました。折しも今年は２０年目となり記念式典を考えておりま を前後に置くなど、事故を未然に防ぐ配慮がほしいと思いま
県内でも熊による人身被害が発生しており、４月２１日に すのでご参加をお願い致します」と挨拶した。熊谷幸夫第一老 す。交通事故はどちらの立場になっても良いものではありま

紫波町山屋の山林で盛岡市本宮の５０代の女性が、５月７日 人クラブ会長の乾杯でテーブルに並んだご馳走を食べながら祝 せん。また、交差点や丁字路などで草が伸び見通しが悪い所
に八幡平市の６０代女性、５月２０日には西和賀町の８５歳 宴に入り話に花が咲いた。その後中締めを山王海土地改良区総 は、進んで草を刈りましょう。事故のない安心・安全な地元
男性の３人が死亡している。県内の熊による死亡者数は令和 代の熊谷俊彦さんが行い、日が傾きかけた頃家路についた。 にしましょう。
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